
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

熊本県立八代中学校　令和６年度（２０２４年度）学校評価計画表（案）

八代高校・八代中学校のさらなる魅力化

　　　　　①　確かな学力の土台となる授業力の向上(学びの深化)　

　　　  　②　豊かな人間性を育む多様な教育活動(自律と協働)

　　　　　③　世界とつながるグローバル人材の育成(進路の進化)

　　　　　④　地域との連携(高い情報発信力)

　　　　　⑤　生徒理解の促進(一日１人面談)

大項目 小項目

グローバ
ル人材育
成

◇グローバルマ
インド並びにグ
ローバルスキル
を身に付けるた
めの基礎力養成

○言語運用能力の伸長と
グローバルマインドを養うこ
とを目的とし、学校設定教
科を効果的に実施する。
○各種ボランティア活動へ
の自主的参加者年間延べ
１５０名以上を目指す。

・ＮＩＥ、ディベート、ビブリオバ
トル、ソーシャル・スキル・ト
レーニングなどの活動を充実
させ、言語活用能力やグロー
バルマインドの伸長を図る。
・生徒全員にグローバルアク
ション通信を配付するととも
に、HPにおいて通信を公開
し、情報発信を行う。

Ｂ

・各学期で「知の触発講演会」を
実施した。講師から体育器具やド
ローンを寄贈いただいた。課題
は、実施回数の吟味と講師確保
である。
・グローバルアクション通信をR7.1
月現在で12回発行し、生徒に対し
て各種イベントやボランティアの
周知した。ボランティア活動への
自主的参加者は年間延べ１３０
名。課題は、様々な部署でのボラ
ンティア参加者を正確に把握する
ことである。

情報発信

◇職員情報発信
力の向上、並び
に八代中学校へ
の志願者増加

○本校の教育活動や生徒
の様子等をタイムリー、か
つ、継続的に発信し、本校
の魅力を伝える。
○「対話力」の授業の様子
をホームページにアップす
る。
○本校志願者数１４０名以
上
〇学校説明会参加者２００
名以上（保護者含む）

・「対話力」の授業の計画及び
内容について、他教科との関
連を意識し、より効果的に実
施できるよう、見直し、検討を
行う。
・ピアサポートや知の触発講
演会の様子をタイムリーに
ホームページにアップする。
・学校説明会の内容（授業参
観、模擬授業、概要説明等）を
工夫し、参加者にとって魅力
的な内容となるようにする。ま
た、十分な周知期間を取る。

Ｂ

・R6.4月から12月までのホーム
ページ記事掲載数は193件（R5同
期間は74件）。対話力や総合的な
学習の時間、行事等の情報をタイ
ムリーに発信できた。
・本校志願者数は１１０名、受検
倍率は１．５７倍であった。学校説
明会や周知活動の内容をよりよ
いものにしていく必要がある。
・２回行った学校説明会参加者の
合計は３２０名（保護者含む）で
あった。授業体験や生徒が率先し
て動く様子が参加者から好評で
あった。学校説明会の実施回数
について検討が必要である。

業務改善
及び働き
方改革の
推進

◇勤務時間の適
正管理
◇業務の削減・
効率化

○月の時間外在校等時間
平均を前年度比で５ポイン
ト削減する。
○校務においてＩＣＴをこれ
まで以上に活用し、配付資
料や会議資料のペーパー
レス化を進めたり、専門家
を有効活用し、計画的に業
務を遂行する。

・タイムカード等による勤務時
間の適正管理等に加え、各分
掌部部長による業務進捗管理
や面談を行う。
・ゆうネットやGoogleアプリを活
用した情報共有を推進し、業
務効率化を進める。
・ＳＣ、ＳＳＷ、部活動指導員
等の専門的人材を積極的に
活用する。

Ａ

・タイムカード等により在校時間を
把握し、長時間勤務が認められる
教職員には管理職による面談を
実施して状況を把握し、必要に応
じて業務の再配分を行った。
・月の時間外在校等時間平均（4
月～12月）は、昨年度４８時間３９
分から今年度４３時間３９分にな
り、前年度比10.3％減少となっ
た。
・SCの活用については１２月まで
に２３件、ＳＳＷの活用について
は３件の相談等があった。
・部活動指導員を２人配置してお
り、生徒の技術の向上や教職員
の負担軽減に成果を上げている。

１　学校教育目標

「令和６年度（２０２４年度）県立中学校・高等学校における教育指導の重点」及び「学校安全・安心推進課取組の重点」を基盤として本校の
綱領である
　・「誠実にして真理を愛する」　 To love truth, being sincere.
　・「自律を旨として協和を重んずる」　 To respect harmony, being self-determined.
　・「闊達にして進取の氣象を尚ぶ」   To develop a spirit of enterprise, being broad-minded.
を教育理念の根底におき、生徒の知性と品性、豊かな感性と闊達な行動力を育むとともにグローバルな視野を切り拓く教育を実践する。

評価 成果と課題

学校
経営

２　本年度の重点目標

３　自己評価総括表
評価項目

評価の観点 具体的目標 具体的方策



教師の指
導力向上

◇主体的・対話
的で深い学びの
視点，ICT活用学
力の３要素を踏
まえた授業改善

○生徒による授業評価にお
いて各教科の主体的・対話
的で深い学び，ICT活用，
学力の３要素を踏まえた授
業実践についての肯定的
評価が８５％を超える。

・授業力向上のため、公開授
業週間の設定、各種研修会へ
の参加やスーパーティー
チャーの指導を仰ぐ機会を提
供する。
・生徒による授業評価を年２回
実施する。
・ＩＣＴ活用や主体的・対話的で
深い学びに取り組んだ授業
を、各教科で常時実施する。

Ａ

・公開授業週間を年に２回設け、
教科毎に研究授業を行った。
・各学期毎に授業評価を行い、
ICTの活用が３．４２、授業に集中
できているの項目が３．５１であ
り、目標を達成することができた。

生徒の自
発的な学
習の促進

◇予習→授業→
復習のサイクル
の確立及び教科
等の学習の統
合、転用、活用
の促進

○学年ごとの目標学習時
間を設定し、６０％以上の
生徒が目標を達成する。

・毎日宅習時間調査を実施し
て家庭学習、読書等の指導に
活用する。

Ｂ

・朝の振り返りシートを用いた家
庭学習時間の調査を行った。目
標時間に届いていない生徒の方
が多数であるため、入力の徹底も
含めて、生徒への声かけなどが
必要である。

進路目標
の明確化
と大学入
試に対応
できる学力
を育む指
導

◇６年間を見通
す進路指導グラ
ンドデザインの完
遂

○大学進学を希望する生
徒に求められる基礎学力や
学びに向かう姿勢を育成す
る。
◯６年間の指導方針を意識
した授業の実践と時代の変
化に応じた改善を各教科で
取り組む。

・学力推移調査結果をもとに
学力検討会を行い、課題点や
進路意識の共通理解を図り、
教科指導や進路指導に反映さ
せる。
・様々な自己研鑽や社会貢献
活動を通して自己の進路を考
えるための情報提供を行う。

Ａ

・学力検討会を２回（中１は１回）
開催し、生徒の学力実態につい
て教科間で情報交換し、共通理
解を図った。
・１学年は熊本県立大学を、２学
年は熊本大学発生医学研究所を
訪問した。２学年は２日間のイン
ターンシップを実施した。３学年は
グローバルアカデミックリサーチを
実施し、進路を考える機会を提供
した。

生徒の進
路観、職
業観の育
成

◇ポートフォリオ
形式（「キャリア
パスポート」）で
個人の活動体験
記録データの蓄
積

○社会と関わり、社会の内
包する様々な課題に気づ
かせ、将来の学びに触れる
機会を提供する。

・他の部署と協力して各種の
体験活動や講演会などを実施
し、参加を促す。
・ポートフォリオ形式による
データ管理指導としてキャリア
パスポートを活用し、自己の進
路意識を確認する場を設け
る。

Ｂ

・全学年の生徒を対象にグローバ
ルアクションミーティングを企画
し、高校生と一緒に大学生活や職
業について話を聞く機会を設けた
が、参加者が限定的なのが課題
である。
・研修や講演会の記録をキャリア
パスポートに蓄積した。

自由と規
律に基づく
自律的な
行動

◇きまり・心得遵
守
◇観察と情報共
有
◇率先垂範

○５分前行動、挨拶の励
行、服装・頭髪の整備を自
ら行うことができる生徒を育
成する。
○生徒情報の共有及び学
校からの情報発信を行う。

・朝の登校指導を利用し、服
装の整美、時間厳守、挨拶を
指導していく。
・教員同士及び教員と保護者
との情報交換を密に行う。

Ｂ

・学級担任を中心に登校後の様
子・表情や体調確認等を実施し、
生徒の状況把握に努めた。整容
面や行動などで気になる生徒に
ついては、学年毎の朝の打合せ
で情報を共有し、迅速な対応を
図った。また、定期的な中学部会
において気になる生徒について
情報交換を行い、生徒理解に努
めた。

生徒の危
機管理能
力の向上

◇登下校時の緊
急事態への対応
◇ＳＮＳ等の不適
切な使用法への
対応

○交通マナーを遵守し、登
下校時における交通事故
の防止に努める。
○登下校時の不審者事案
などに対して適切な対応が
できるようにする。
○「ネット依存」や、不正請
求などの「ネット被害」、
SNS によるトラブルなどへ
適切な対応ができるように
する。

○被害者・加害者にならない
ために交通事故に関する情報
提供を行う。
○防犯メール等を確認する習
慣を身につけさせ、自分の身
は自分で守ることを意識させ
る。
○適切に ICＴを活用し、情報
社会を安心・安全に生き抜くた
め情報を生徒・保護者へ提供
する。

Ｂ

・大きな交通事故はないが、車や
自転車同士の軽微な接触事故が
あった。長期休業前の諸注意で
交通ルール遵守を注意喚起し
た。
・ネットを介しての重大な事故・被
害はなかったが、友人同士の軽
微なトラブルが続いている。長期
休業に入る前に注意喚起を行っ
たが、ＳＮＳの不適切な使用は今
後も続くことが懸念されるため継
続した指導が必要である。

学力
向上

キャ
リア
教育
（進路
指導）

生徒
指導



人権問題
の正しい
認識と差
別をなくす
実践力の
育成

◇地域の人権課
題の実状を踏ま
えた人権意識の
向上
◇人権問題に関
わる実践
力を高めるため
の中高一貫６年
間を見通 した各
学年の目標設定
と取組

○部落差別をはじめ、あら
ゆる差別の解消に取り組む
生徒を育成する。
○職員一人一人が人権問
題に関する基本的認識を
確立し、人権教育を推進す
る。

・人権部落問題学習（学年ごと
に学期１回）及び校内人権集
会（２回）を実施するとともに、
地域の子ども人権集会への参
加を呼びかける。
・八代地区人権同和教育・人
権啓発研究集会（原則全員）
及び現地研修会 （新転任者及
び希望者）に参加する。
・人権教育通信を学期２回以
上発行し、啓発を図る。

Ａ

・人権部落問題学習を各学年で
実施し、水俣病をめぐる人権問題
や男女共同参画のあり方、部落
差別の歴史等について学習し、
生徒の人権意識の向上を図っ
た。また、人権集会では、水俣病
問題に関して深く学び、基本的な
事実を再確認するとともに、問題
の本質を自らの生き方と重ね考
える場となった。
・八代市の研究集会や、本校独
自企画の現地研修会に参加し、
部落問題に関して改めて学び直
すとともに、自らの実践を振り返っ
た。
・人権教育通信を年間８回発行
し、人権に関する啓発に努めた。

生徒が適
切な教育
上の支援
を受けられ
る体制の
整備

◇個々の多様性
（障がいの有無
や性別の違いな
ど）を認識してお
互 いを支え合
い、すべての生
徒が生き生きとし
た学校生活を送
るための取組

○支援を要する生徒の実
態把握と共通理解に努め
る。
○個別の教育支援計画及
び指導計画を立てるととも
に、予防的な指導及び支援
の充実を図る。

・教育相談週間を設け、丁寧
に生徒の状況を把握するとと
もに、授業時や学校生活の中
でのきめ細やかな観察を通し
た情報収集をもとに、生徒理
解研修を年３回実施する。
・定期的に人権教育部会を開
催し、情報共有を図るととも
に、特別支援教育委員会を適
宜開催する。
・個別の教育支援計画及び指
導計画を立て、それに基づき
支援を進める。

Ａ

・学期ごとに生徒理解研修を開催
し、生徒の情報を共有し、共通理
解を持って生徒の支援を図った。
・教育相談週間や学年会、人権
教育推進部会において生徒の情
報交換を密に行い、支援状況の
把握や教育支援計画の見直しに
努めた。
・特別支援教育委員会を適宜開
催し、対象生徒に関して熟議し、
支援計画を作成に基づいて保護
者と連携して合理的な配慮を行っ
た。

命を大切
にする心を
育む指導

◇自他の生命を
尊び、大切にして
いこうとする態度
の養成
◇自らの在り方
生き方を学び、
夢や目標の実現
に向けて努力す
る態度の育成

○すべての教員が学習活
動において生徒の人権感
覚を育む指導を行う。
○社会貢献活動や自己研
鑽活動をとおし、生命や自
然に対する畏敬の念を高
める。

・自らの教科において人権教
育と関連する学習内容を確認
するとともに、人権感覚を高め
る学習指導を行う。
・ボランティア活動や自己研鑽
活動への積極的な参加を促
す。

Ａ

・職員研修において、各自の人権
問題に関する実践を交流し、日常
的に部落差別をはじめとする人権
感覚の向上に努め、人権意識を
持ってすべての教育活動を行う重
要性を改めて確認できた。
・生徒自治会と連携して人権集会
を開催し、「安心・安全」な学校づ
くりを訴えるとともに、人権意識の
重要性を認識した。

いじめ
の

防止

いじめの
予防と発
生した際
の早期発
見と対応

◇いじめを未然
に防ぐための予
防的取組
◇いじめの早期
発見と早期対応

○日常の授業や面談を通
して生徒の状況を的確に把
握する。
○定期的なアンケート調査
により、いじめの早期発見
に努める。

・学期に１回「心のアンケート」
を実施 し、いじめの防止・早
期発見に努めるとともに、必要
に応じていじめ防止対策小委
員会を開催して情報共有と対
応を話し合う。
・学期に１回いじめ防止対策
委員会を開催し、スクールカウ
ンセラーや関係機関との連携
を図り、実態把握と対応策を
協議する。

Ａ

・日常的な二者面談をはじめ、学
期に１回行う心のアンケートや教
育相談週間において、生徒の実
態把握を丁寧に実施した。いじめ
問題の早期解決のためにいじめ
防止対策小委員会等を行い、個
別の問題に迅速に対応した。
・いじめ防止対策委員会を学期に
１回開催し、アンケートの集計と
各学年・各部署の取組を共有し、
いじめの防止と対策に努めた。ま
た、スクールカウンセラーや関係
機関と連携し支援体制の構築を
図った。

地域
連携
（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙな

ど）

コミュニ
ティ・ス
クールの
活性化

◇地域とともにあ
る学校づくり

○学校運営協議会を通し
て、育成を目指す生徒像の
共有を図り、地域と連携・協
働した取組を推進する。

・「総合的な学習の時間」にお
いて、地域と連携した探究活
動を実施する。 Ａ

・地域の史跡巡りや地域での
フィールドワーク、地域の方を講
師として招きお話を聞くなどの取
り組みを行い、地域振興を目標に
探究活動を行った。
・学校運営協議会において市役
所防災課担当からの説明を踏ま
え、本校周辺地域の特徴を踏ま
えた防災のあり方を協議した。３
学期には引き渡し訓練を実施す
る。

人権
教育
の

推進



令和6年度　学校評価　集計表　＜生徒＞（中学校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当て
はまらない
（2点）

やや当て
はまる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　知の触発プログラム、ビブリオバトル、英検対策等の取組は、言語能力を伸ばすのに役
立っている。

1.8 13.0 52.7 32.5 169 3.2 3.3

②　学校では、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介が行われてい
る。

1.8 8.2 46.2 43.9 171 3.3 3.2

③　八代中には、他の学校にはない校風･特色がある。 1.2 8.3 36.7 53.8 169 3.4 3.4

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに発
信し、本校の魅力を伝えている。

2.9 11.1 48.0 38.0 171 3.2 3.0

⑤　学校では、生徒同士で学び合う場面の設定や、積極的にＩＣＴを活用した授業が行われている。 1.2 2.9 28.8 67.1 170 3.6 3.6

⑥　学校では、生徒の学力を伸ばす様々な工夫を行ってくれている。 1.2 3.5 48.0 47.4 171 3.4 3.3

⑦　私は、目標とする家庭学習時間を確保できている。 9.9 42.1 31.6 16.4 171 2.5 2.7

⑧　学校では、総合的な学習の時間や学活などで、自らの進路を考える活動が行われている。 2.3 12.9 40.9 43.9 171 3.3 3.3

⑨　学校では、進路に関する情報をわかりやすく提供してくれる。 4.7 16.5 51.8 27.1 170 3.0 3.0

⑩　学校では、先生方の共通理解のもと、不公平感のない生徒指導が行われている。 2.3 5.3 48.5 43.9 171 3.3 3.2

⑪　私は、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶を心がけている。 0.6 7.6 47.4 44.4 171 3.4 3.4

⑫　学校では、交通安全についての啓発活動が行われている。 1.2 3.5 44.4 50.9 171 3.5 3.4

⑬　学校では、情報モラルについて学ぶ機会がある。 0.6 8.2 45.0 46.2 171 3.4 3.4

⑭　学校では、人権の大切さについて学ぶ機会がある。 0.0 1.2 34.7 64.1 170 3.6 3.6

⑮　先生方は、生徒の悩みや相談に親身になって応じてくれる。 1.8 3.0 45.8 49.4 168 3.4 3.3

⑯　学校では、命の大切さについて学ぶ機会がある。 1.2 5.8 37.4 55.6 171 3.5 3.5

⑰　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 1.8 5.3 42.4 50.6 170 3.4 3.4

⑱　総合的な学習の時間等において、地域に目を向けた探究活動が行われている。 1.2 5.8 33.9 59.1 171 3.5 3.3

⑲　学校では、防災について学ぶ機会があり、また、防災避難訓練が実施されている。 1.2 9.4 49.4 40.0 170 3.3 3.3

（％） （人） 3.3

回
答
数

平
均

R
５
平
均

1.0 2.0 3.0 4.00% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

系列1 系列2

系列3 系列4



令和６年度　学校評価　集計表　＜保護者＞（中学校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当て
はまらない
（2点）

やや当て
はまる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　知の触発プログラム、ビブリオバトル、英検対策等の取組は、言語能力を伸ばすのに役
立っている。

0.6 13.9 53.3 32.2 180 3.2 3.0

②　学校では、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介が行われてい
る。

0.6 17.7 58.0 23.8 181 3.0 3.0

③　八代中には、他の学校にはない校風･特色がある。 0.0 3.3 41.4 55.2 181 3.5 3.3

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに
発信し、本校の魅力を伝えている。

0.0 14.0 49.2 36.9 179 3.2 2.8

⑤　学校では、生徒同士で学び合う場面の設定や、積極的にＩＣＴを活用した授業が行われ
ている。

1.1 8.4 63.1 27.4 179 3.2 2.8

⑥　学校では、生徒の学力を伸ばす様々な工夫を行ってくれている。 2.8 16.8 63.7 16.8 179 2.9 2.7

⑦　私は、目標とする家庭学習時間を確保できている。 0.0 7.2 51.7 41.1 180 3.3 3.1

⑧　学校では、総合的な学習の時間や学活などで、自らの進路を考える活動が行われてい
る。

0.0 12.3 60.9 26.8 179 3.1 3.0

⑨　学校では、進路に関する情報をわかりやすく提供してくれる。 0.6 19.9 60.2 19.3 181 3.0 2.8

⑩　学校では、先生方の共通理解のもと、不公平感のない生徒指導が行われている。 0.6 11.7 62.8 25.0 180 3.1 3.0

⑪　私は、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶を心がけている。 3.9 32.4 50.3 13.4 179 2.7 2.5

⑫　学校では、交通安全についての啓発活動が行われている。 1.1 7.2 67.8 23.9 180 3.1 3.0

⑬　学校では、情報モラルについて学ぶ機会がある。 0.6 12.2 59.7 27.6 181 3.1 3.1

⑭　学校では、人権の大切さについて学ぶ機会がある。 0.6 13.9 60.0 25.6 180 3.1 2.8

⑮　先生方は、生徒の悩みや相談に親身になって応じてくれる。 1.7 11.7 62.2 24.4 180 3.1 3.0

⑯　学校では、命の大切さについて学ぶ機会がある。 0.6 6.7 63.9 28.9 180 3.2 3.0

⑰　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 1.1 11.7 52.2 35.0 180 3.2 2.9

⑱　総合的な学習の時間等において、地域に目を向けた探究活動が行われている。 0.6 11.1 66.7 21.7 180 3.1 2.9

⑲　学校では、防災について学ぶ機会があり、また、防災避難訓練が実施されている。 3.3 14.4 65.6 16.7 180 3.0 2.9

⑳　総合的な学習の時間等において、地域に目を向けた探究活動が行われている。 0.6 5.5 59.7 34.3 181 3.3 3.1

㉑　学校では、防災避難訓練や防災について学ぶ機会がある。 1.7 12.8 65.9 19.6 179 3.0 2.9
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令和６年度　学校評価　集計表　＜教職員＞（中学校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当ては
まらない（2

点）

やや当て　は
まる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　知の触発プログラム、ビブリオバトル、英検対策等の取組は、言語能力を伸ばすのに
役立っている。

0.0 0.0 54.2 45.8 24 3.5 3.3

②　学校は、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介を行ってい
る。

0.0 8.3 37.5 54.2 24 3.5 3.3

③　中高一貫教育校としての組織体系が確立され、中高連携の取組が円滑に行われてい
る。

12.5 25.0 45.8 16.7 24 2.7 2.6

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに
発信し、本校の魅力を伝えている。

0.0 0.0 33.3 66.7 24 3.7 3.1

⑤　タイムカード等による勤務時間の適正管理、管理職や産業医による面接体制が整って
いる。

0.0 25.0 41.7 33.3 24 3.1 3.1

⑥　Googleアプリを活用した情報共有により、業務効率化が図られている。 4.2 20.8 54.2 20.8 24 2.9 2.8

⑦　スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指導員等の専門的人材
が積極的に活用されている。

0.0 12.5 41.7 45.8 24 3.3 3.3

⑧　学校は、授業力向上のための教科等研修会に参加する機会を適切に提供している。 4.2 12.5 45.8 37.5 24 3.2 3.1

⑨　私は、職員間の授業見学や生徒による授業評価等を通して、授業改善に取り組んでい
る。

0.0 8.7 65.2 26.1 23 3.2 3.1

⑩　私は、宅習時間調査の結果を、家庭学習や読書等の指導に活用している。 4.3 4.3 69.6 21.7 23 3.1 2.1

⑪　私は、学年の段階に応じて、総合的な学習の時間や学活などを通して、生徒が自らの
進路を考える取組を行っている。

0.0 9.1 59.1 31.8 22 3.2 3.1

⑫　私は、進路に関する情報を生徒及び保護者に対し適切に提供している。 0.0 26.1 52.2 21.7 23 3.0 2.8

⑬　職員の共通理解を図り、学校として統一した生徒指導が行われている。 8.3 20.8 45.8 25.0 24 2.9 2.8

⑭　私は、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶を指導している。 0.0 4.2 50.0 45.8 24 3.4 3.2

⑮　学校は、交通安全についての啓発活動を行っている。 0.0 4.2 54.2 41.7 24 3.4 3.2

⑯　学校は、情報モラル教育を計画的に行っている。 8.3 8.3 45.8 37.5 24 3.1 3.1

⑰　学校は、生徒及び職員の人権意識の高揚を図る取組を適切に行っている。 0.0 8.3 33.3 58.3 24 3.5 3.4

⑱　生徒理解研修等を通して、支援を要する生徒の実態把握と共通理解が図られている。 0.0 8.3 25.0 66.7 24 3.6 3.4

⑲　個別の教育支援計画及び指導計画をもとに、必要な支援を適切に行っている。 0.0 16.7 25.0 58.3 24 3.4 3.4

⑳　学校では、命を大切にする心を育む教育を適切に行っている。 0.0 12.5 37.5 50.0 24 3.4 3.3

㉑　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 0.0 8.3 37.5 54.2 24 3.5 3.2

㉒　学校は、総合的な学習の時間等において、地域に目を向けた探究活動を推進してい
る。

0.0 4.2 33.3 62.5 24 3.6 3.6

㉓　学校では、防災に関する取組を計画的に行っている。 0.0 8.3 41.7 50.0 24 3.4 3.6
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